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　令和₄年₉月30日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 162 号　（2）　

飯泉嘉門徳島県知事

宣言を朗読する佐川愛媛県町村会長

宣　　　言

　四国には、四国八十八箇所霊場をはじめ世界に誇れる独自の歴史・文化
が根づいている。
　また、多島美の瀬戸内海、黒潮躍る太平洋、美しい山々、素晴らしい田
園風景など美しく豊かな自然があり、日本のふるさとの原風景が脈々と受
け継がれている。
　我々町村は、それぞれの地域が持つ豊かな自然、そこに暮らす人々の営
み、そこから生まれた風習や伝統文化を大切にしながら、新たな価値を付
加し、魅力ある地方を創生していかなければならない。
　しかしながら、世界的な新型コロナウイルス感染症の大流行は、変異株
の猛威も加わり、今なお各方面に甚大な影響を及ぼしている。さらに、四
国地方においては、急速な少子・高齢化の進展、大都市圏への人口流出な
どにより、農林水産業をはじめとする地域経済のみならず、集落活動や
地域文化の担い手不足などで、地域活力は低下の一途を辿っており、特に、
中山間地域や離島においては、買い物や移動手段といった生活面での不安
も抱え、近い将来、集落の消滅さえ危惧されている。
　この非常に困難な状況を打開すべく、国と地方は「地方の再生なくして
日本の再生なし」という強い信念を持ち、地方独自の創意工夫や国・地方
の緊密な連携のもと、人口減少の克服と地方創生の充実・強化に総力を挙
げて取り組んでいかなければならない。
　我々、四国57町村長と議長は、人々がふるさとに誇りを持ち、希望と活
力に満ち溢れた地域社会を実現するため、持てる限りの英知と努力を傾注
することをここに誓うものである。
　以上、宣言する。
　　令和₄年₉月29日
	 　　　　　四国四県町村長・議長大会　

 
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
を
開
催

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会　

9
月
29
日　

徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

　

四
国
四
県
町
村
会
と
同
町
村
議
会
議
長

会
は
、
9
月
29
日（
木
）
午
後
1
時
か
ら

徳
島
市
の
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル

で「
令
和
4
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長

大
会
」を
徳
島
県
当
番
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
四
県
の
連
携
を
よ
り
強
化
す
る

た
め
の
大
会
で
あ
る
が
、
今
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
出
席
者
を
各
県
正
副
会
長
に
限
定
し
22

人
が
出
席
。
出
席
者
全
員
の
マ
ス
ク
着
用
、

検
温
及
び
消
毒
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
防
止
対
策
を
し
開
催
し
た
。　

　

大
会
は
、
谷
川
徳
島
県
町
村
議
会
議
長

会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
の
の
ち
、
影
治
徳

島
県
町
村
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
そ

の
後
、
佐
川
愛
媛
県
町
村
会
長
が
、
別
掲

の
「
宣
言
」
を
朗
読
し
、
決
定
し
た
。

　

次
い
で
来
賓
の
飯
泉
徳
島
県
知
事
、
南

徳
島
県
議
会
議
長
の
各
来
賓
か
ら
懇
篤
な

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
荒
木
全
国

町
村
会
長
及
び
南
雲
全
国
町
村
議
会
議
長

会
長
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披

露
さ
れ
た
。

　

次
に
協
議
に
入
り
、
は
じ
め
に
、
議
長

に
中
城
高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
長
を
選

出
。
次
い
で
提
出
議
題
の
審
議
に
入
り
、

本
県
副
会
長
の
河
野
久
万
高
原
町
長
が

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
に
つ
い

て
」
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
谷
川
香
川
県

町
村
会
長
が
決
議
案
を
朗
読
し
、
5
議
案

を
決
議
し
た
。

　

次
い
で
、
特
別
決
議
と
し
て
「
参
議
院

選
挙
に
お
け
る
合
区
の
解
消
に
関
す
る
特

別
決
議
」
を
採
択
。

　

更
に
本
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
の
原

田
愛
南
町
議
会
議
長
が
特
別
決
議
と
し
て

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

関
す
る
特
別
決
議
」
を
朗
読
し
採
択
し
た
。

　

最
後
に
、「
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍

路
道
」
に
関
す
る
共
同
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い

て
も
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
省
庁
や
国
会

議
員
へ
提
出
す
る
こ
と
と
し
、
大
会
の
幕

を
閉
じ
た
。
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特別決議を朗読する原田議長会会長（愛南町議会議長）

内閣官房デジタル田園都市国家構想実現
会議事務局　石田参事官補佐

Sansan株式会社代表取締役社長　寺田親弘氏

提案説明をする河野副会長（久万高原町長）

新型コロナウイルス感染症対策に関する特別決議
　新型コロナウイルス感染症については、基本的な感染防止対策の徹底やワクチ
ン接種の加速化など、医療従事者をはじめ、事業者や関係団体、国民が一丸とな
って、感染防止対策に取り組んでいる。
　四国地方においては、医療資源が乏しい地域も多く、感染拡大により地域全体
の医療崩壊が危惧されるとともに、変異株の猛威も加わり、長引くコロナ禍で、観
光業、飲食業、農林水産業など幅広い業種において、かつてないほどのダメージ
を受けるなど、医療提供体制の確保とともに、事業や雇用を守るための更なる支
援の継続・強化が課題となっている。
　こうした中、我々町村は、住民の安全・安心を確保し、暮らしへの影響を最小
限とするため、地域における最善の方法を選択し、全力を挙げて様々な取組を進
めている。
　我々、四国57町村の町村長と町村議会議長は、全国町村会及び全国町村議会議
長会と協調し、引き続き、新型コロナウイルス感染症対策に全力を傾注していく決
意である。
　国においては、国民の命と健康を守るため、引き続き、新型コロナウイルス感染
症を早期に終息させるための徹底した対策を実施するとともに、地域経済や住民
生活への甚大な影響を踏まえ、中小企業・小規模事業者や農林水産業者などの経
営の継続と、地域住民が安定した日常生活を送ることができるよう、下記事項に
係る各般の対策を確実に講じていただくよう、強く求める。

記
１　医療・介護・福祉等の提供体制の充実・強化を図ること
１　迅速・円滑なワクチン接種等への支援体制を強化すること
１　地域経済の再生・回復に向けた万全な対策を講じること
１　万全な地方財政対策を講じること
１　コロナ禍における子育て・教育支援施策を推進すること
１　国庫補助事業の柔軟な対応を講じること
１　孤独・孤立対策を推進すること
　以上、決議する。
　　令和₄年₉月29日
	 　　　　　四国四県町村長・議長大会　

決　　　議

１　地方財政の充実 ･強化を図り、地方創生を推進する
こと
１　医療 ･福祉施策を充実 ･強化すること
１　南海トラフ地震対策等、防災 ･減災対策の充実 ･強
化を図ること
１　四国地方の交通基盤等を整備促進すること
１　農林水産業の振興対策及び地域の活力創造を積極
的に推進すること
１　脱炭素社会の実現に向けた取組をより一層推進す
ること
　　以上、決議する。
　　　令和₄年₉月29日
	 　　　　四国四県町村長 ･議長大会　

　

引
き
続
き
記
念
講
演
に
移
り
、
S
a
n

s
a
n
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
寺
田

親
弘
氏
か
ら「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
×
デ
ザ
イ
ン

で
、人
間
の
未
来
を
変
え
る
学
校 

神
山
ま

る
ご
と
高
専
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
講

令和４年度 四国四県町村長・議長大会提出議題
番号 議　　　　題 説　明　者

１ 地方税財政の充実・強化及び地方
創生の推進について 徳島県町村議会議長会

副会長　井上　裕久２ 医療・福祉施策の充実・強化につ
いて

３ 南海トラフ地震対策及び防災・減
災対策の充実・強化について

高知県町村議会議長会
副会長　重森　一宗

４ 四国地方の交通基盤等の整備促
進について

香川県町村会
副会長　小林　眞一

５ 農林水産業・地域の活力創造につ
いて

愛媛県町村会
副会長　河野　忠康

６ 脱炭素社会の実現に向けて 香川県町村会
副会長　小林　眞一

演
が
あ
り
、こ
れ
を
聴
講
し
た
。
ま
た
、内

閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実

現
会
議
事
務
局
の
石
田
参
事
官
補
佐
か
ら

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
基
本
方

針
等
に
つ
い
て
」の
政
策
説
明
が
あ
っ
た
。
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
9
月
26
日
午
後
2

時
40
分
か
ら
全
国
町
村
会
館
2
階
「
ホ
ー

ル
Ｂ
」
で
令
和
4
年
度
町
長
特
別
研
修
会

を
開
催
し
、
県
内
7
町
長
が
出
席
し
た
。

　

内
閣
地
方
分
権
改
革
推
進
室
の
岩
佐
調

査
員（
砥
部
町
か
ら
派
遣
）か
ら
提
案
募
集

の
事
例
と
し
て
、
西
予
市
の
救
命
救
急
隊

編
成
基
準
の
緩
和（
准
救
急
隊
員
）並
び
に

住
家
の
被
害
認
定
調
査
に
お
け
る
航
空
写

真
等
の
活
用
に
よ
る
罹
災
証
明
書
の
交
付

の
迅
速
化
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

【
令
和
4
年
度
町
長
特
別
研
修
会
】

1　

開　

会

2　

会
長
あ
い
さ
つ

3　

研　

修

　

○
演
題
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ

の
取
り
組
み
」

　
　

講
師　

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室

　
　
　
　
　

参
事
官　

谷　
　
　

浩　

氏

　

○
演
題
「
地
方
分
権
改
革
・
提
案
募
集

に
つ
い
て
」

　
　

講
師　

内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進

室

　
　
　
　
　

参
事
官　

園
田　

雄
二　

氏

　
　
　
　
　

調
査
員　

岩
佐　

千
恵　

氏

　
　

全
国
町
村
会
事
務
総
長
の
横
田
事
務

総
長
か
ら
挨
拶
の
後
、
左
記
の
と
お
り

講
演
が
あ
っ
た
。
出
席
の
首
長
か
ら
も

今
後
の
政
策
課
題
に
対
し
て
質
疑
等
が

あ
り
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

○
演
題
「
町
村
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ

い
て
～
こ
れ
か
ら
の
政
策
課
題
に
関

連
し
て
」

　
　

講
師　

全
国
町
村
会　

総
務
部

　
　
　
　
　

次　

長　

角
田　

秀
夫　

氏

　
〈
講
演
内
容
抜
粋
〉

　

1　

全
国
町
村
会
に
つ
い
て

令
和
4
年
度

町
長
特
別
研
修
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会

　

2　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
方
及
び
町
村
を

め
ぐ
る
主
要
な
課
題

　

3　

我
が
国
の
政
策
の
こ
れ
か
ら
の
方

向
と
地
方

　

4　

来
年
度
に
向
け
て
の
地
方
税
財
政

対
策

　

5　

東
京
一
極
集
中
の
抜
本
是
正
と
地

方
創
生
・
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想

の
推
進

　

6　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
推
進
と
地
方
行

政

　

7　

グ
リ
ー
ン
（
脱
炭
素
化
）
社
会
の

推
進

　

8　

町
村
の
課
題
に
対
応
す
る
「
ひ
と

づ
く
り
」
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く全国町村会　横田事務総長講師　全国町村会　角田次長

講師　内閣府　谷参事官講師　内閣府　園田参事官講師　内閣府　岩佐調査員

り
」

　

9　

大
規
模
災
害
・
豪
雨
災
害
へ
の
対

応
と
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

　

10　

地
域
公
共
交
通
の
確
保

4　

閉
会
の
こ
と
ば

5　

閉　

会
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全
国
町
村
会
と
全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、個
性
豊
か
な
町
村
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、
左
記
の
と
お
り
全
国
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

全
国
町
村
長
大
会
・
議
長
大
会

　
　
　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催

お知らせお知らせ第66回町村議会議長全国大会開催要綱
１　目　　的
　　全国の町村議会の総意を結集し、我々町村議会議員が一貫
して築き上げてきた地方自治の精神と原則に立ち、住民自治
に基づく個性と活力に満ちた町村の実現を期するため。

２　名　　称　　第66回町村議会議長全国大会　

３　日　　時　　令和₄年11月₉日（水）　正午開会

４　場　　所　　ＮＨＫホール　東京都渋谷区神南2－2－1

５　来　　賓　　⑴　祝辞依頼者
　　　　　　　　　　　内閣総理大臣、衆議院議長、
　　　　　　　　　　　参議院議長、総務大臣、
　　　　　　　　　　　デジタル田園都市国家構想担当大臣、
　　　　　　　　　　　地方創生担当大臣、与党代表、
　　　　　　　　　　　全国町村会長
　　　　　　　　⑵　臨席案内者　衆参両院議員

６　出 席 者　　町村議会議長

７　大会次第　　⑴　開会のことば　　⑵　国歌斉唱
　　　　　　　　⑶　会長あいさつ　　⑷　宣　　言
　　　　　　　　⑸　来賓祝辞　　　　⑹　来賓紹介
　　　　　　　　⑺　議長団選出
　　　　　　　　⑻　議　　事
　　　　　　　　　　　①　要　　望
　　　　　　　　　　　②　決　　議
　　　　　　　　　　　③　特別決議
　　　　　　　　　　　④　実行運動方法
　　　　　　　　⑼　閉会のことば

※　大会終了後、「令和₄年度町村議会議長全国研修会」を開催。
　　（講師：外交政策研究所代表　宮家　邦彦　氏）

全国町村長大会開催要綱
１．名　称　　全国町村長大会

２．目　的
　　町村長の総意を結集して、農山漁村の持つ多面的な価値の
重要性を訴え、それぞれの町村が地域の特性や資源を活かし
た施策を自主的・自立的に展開できるよう、多様で個性溢れ
る町村の実現を目指すとともに、人口減少・少子高齢化や東
京一極集中等を克服し、自律・分散型国づくり等により、災
害や感染症に強く、持続可能な活力のある地域の創生を期す。

３．日　時　　令和₄年11月17日（木）　開場：午前11時、
　　　　　　　　　開会：正午、閉会：午後₁時30分（予定）

４．会　場　　ホテルニューオータニ
　　　　　　　ザ・メイン１階（宴会場階）「鶴の間」
　　　　　　　　　東京都千代田区紀尾井町4-1
　　　　　　　　　電話：03(3265)1111（代表）

５．出席者　　⑴　全国の町村長
　　　　　　　⑵　都道府県町村会事務局長
　　　　　　　　※新型コロナウイルス感染状況によっては
　　　　　　　　　出席者を限定しての開催に変更する場合
　　　　　　　　　があります。

６．来　賓　　⑴　挨拶要請者　政府・国会・与党代表、
　　　　　　　　　　　　　　　全国町村議会議長会長
　　　　　　　⑵　出席要請者　衆参両院議員

７．次　第　　⑴　開　　会　　　　　　⑵　国歌斉唱
　　　　　　　⑶　全国町村会長挨拶　　⑷　来賓挨拶
　　　　　　　⑸　町村へのメッセージ
　　　　　　　⑹　議　　事
　　　　　　　　　　①　決　　議　　　②　要　　望
　　　　　　　　　　③　実行運動方法
　　　　　　　⑺　閉　　会

８．その他
　　都道府県別の座席は、別途決定するものとする。

令和４年度全国町村長大会前後の関係団体大会・会議等予定一覧表
　全国町村会行政部調べ　

月　　日 時	間 大会・会議等 会　　場 電話番号 今年度の状況 主　　催　　者 電話番号

① 10月19日㈬ 12:00 半島振興対策促進大会 ＪＡ共済ビル	カン
ファレンスホール 03-3265-8716 出席対象者は例年通り 全国半島振興市町村協議会 他 03-3581-0484

② 11月₂日㈬ 13:00 都市基盤整備事業推進大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 例年通り開催

全国街路事業促進協議会 082-504-2894
全国土地区画整理事業推進協議会 022-214-8309
都市再開発促進協議会 045-671-3614
全国連続立体交差事業促進協議会 052-954-6522

③ 11月₉日㈬ 12:00 第66回町村議会議長全国大会 ＮＨＫホール 03-3465-1751 例年通り開催 全国町村議会議長会 03-3264-8181

④ 11月₉日㈬ 13:00 安全・安心の道づくりを求める全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 出席対象者は例年通り

全国道路利用者会議 03-3501-5611
道路整備促進期成同盟会全国協議会 03-3234-1707
全国高速道路建設協議会 03-5212-9147
全国街路事業促進協議会 082-504-2894

⑤ 11月15日㈫ 11:10 全国治水砂防促進大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 出席対象者は例年通り 全国治水砂防協会 03-3261-8386
⑥ 11月15日㈫ 13:00 全国過疎地域連盟第₂回定期総会 日本教育会館 03-3459-5501 例年通り開催 全国過疎地域連盟 03-5244-5827

⑦ 11月15日㈫ 14:00 ダム・発電関係市町村全国協議会理事会 全国町村会館 03-3581-0471 出席対象者は会長、副会長、常任理事、理事 ダム・発電関係市町村全国協議会 03-3581-0485

⑧ 11月16日㈬ 13:00 治水事業促進全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 例年通り開催 全国治水期成同盟会連合会 03-3222-6663
⑨ 11月16日㈬ 13:30 全国町村会	正副会長会 全国町村会館 03-3581-0471 例年通り開催 全国町村会（総務部） 03-3581-0482
⑩ 11月16日㈬ 14:30 全国町村会	理事会（都道府県町村会長会議） 全国町村会館 03-3581-0471 例年通り開催 全国町村会（総務部） 03-3581-0482

⑪ 11月17日㈭  9:00 全国離島振興協議会正副会長・理事要望活動 全国町村会館 03-3581-0471 例年通り開催 全国離島振興協議会 03-3591-1151

★ 11月17日㈭ 12:00 全国町村長大会 ホテルニューオータニ 03-3265-1111 出席対象者は全国の町村長及び都道府県町村会事務局長 全国町村会（行政部） 03-3581-0483

⑫ 11月17日㈭ 13:30 災害復旧促進全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 例年通り開催 全国防災協会 03-6661-9730

⑬ 11月17日㈭ 15:00 全国防災・危機管理トップセミナー 丸ビルホール＆コ
ンファレンス 03-3217-7111 全国の町村長を対象に開催 総務省消防庁国民保護・防災部防災課 03-5253-7525

⑭ 11月18日㈮ 10:00 水産業振興・漁村活性化推進大会、定期総会 全国町村会館 03-3581-0471 出席対象者は例年通り（会員市町村長） 全国市町村水産業振興対策協議会 03-3581-0485

⑮ 11月18日㈮ 10:30 全国山村振興連盟通常総会 グランドアーク
半蔵門 03-3288-0111

規模縮小（会員市町村長⇒
各都道府県3～5名の市町村
長を各支部で調整）

全国山村振興連盟 03-3581-7527

⑯ 11月18日㈮ 13:00 全国浄化槽推進市町村協議会通常総会 （公財）日本環境整備教育センター 03-3635-4888 例年通り開催 全国浄化槽推進市町村協議会 03-3635-4888

⑰ 11月18日㈮ 13:00 国保制度改善強化全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 規模縮小（市町村長は例年通り）国民健康保険中央会 03-3581-6821
⑱ 11月18日㈮ 13:30 全国観光地所在町村協議会理事会、総会 全国町村会館 03-3581-0471 例年通り開催 全国観光地所在町村協議会 03-3581-0484
⑲ 11月22日㈫ 10:00 第67回簡易水道整備促進全国大会 砂防会館 別館 03-3261-8386 例年通り開催 全国簡易水道協議会 03-3581-3751
※本一覧表は、関係団体大会・会議等の予定をまとめたものであり、今後、変更等が生じる可能性がありますことをお含みおき願います。
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９
月
の
会
と
催
し

▽
7
日
＝
災
害
共
済
事
務
連
絡
会
議
（
テ

レ
ビ
会
議
）

▽
8
日
＝
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府

県
町
村
会
会
長
会（
テ
レ
ビ
会
議
）、
全

国
町
村
会
政
務
調
査
会
行
政
委
員
会

（
テ
レ
ビ
会
議
）

▽
9
日
＝（
一
社
）内
外
情
勢
調
査
会
松
山

支
部
懇
談
会
、
令
和
4
年
度
愛
媛
県
人

口
問
題
総
合
戦
略
推
進
会
議

▽
15
日
＝
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
臨

時
幹
事
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
）

　

災
害
共
済
関
係
事
業
等
加
入

推
進
及
び
火
災
予
防
運
動
等

関
係
事
務
打
合
会
（
16
日
ま

で
）（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
リ
ア

ル
タ
イ
ム
配
信
）

▽
21
日
＝
町
村
議
会
広
報
研
修

会
▽
22
日
＝
令
和
4
年
度
都
道
府

県
退
職
手
当
組
合
職
員
研
修

会
▽
25
日
＝
松
野
町
新
庁
舎
及
び

防
災
拠
点
施
設
落
成
記
念
式

典
▽
26
日
＝
町
長
特
別
研
修
会

▽
27
日
＝
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀

▽
29
日
＝
令
和
4
年
度
四
国
四

県
町
村
長
・
議
長
大
会

◆
8
月
号
「
一
筆
」
記
事
の
訂
正

　

7
頁
に
掲
載
し
た
Ｇ
7
首
脳
国
会
議

の
開
催
月
は

　

正
：
来
年
5
月

　

誤
：
来
年
8
月

　

訂
正
い
た
し
ま
す
。

　　
　

自
覚
と
信
念
を

　

日
本
列
島
は
、風
情
の
あ
る
「
四
季
」
の

時
間
割
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
短

い
春
期
か
ら
い
き
な
り
真
夏
の
気
候
へ
、

短
い
梅
雨
が
過
ぎ
、
猛
暑
、
真
夏
の
日
々

は
秋
彼
岸
頃
か
ら
や
っ
と
秋
の
気
配
に

な
っ
た
。
今
年
は
な
ん
と
半
年
以
上
夏
期

で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
秋
の
虫
た
ち
の
鳴
き
声
、
キ

ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
、
紅
葉
の
季
節
は
長

く
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
自
然

が
も
た
ら
す
気
配
は
乱
れ
気
味
で
あ
る
、

ま
さ
か
真
夏
日
か
ら
初
冬
の
訪
れ
は
な
い

で
あ
ろ
う
…
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
は
、
変
異
し
つ
つ
し
ぶ
と

く
世
界
中
で
人
々
を
離
さ
な
い
で
い
る
。

我
が
国
も
感
染
者
数
が
高
止
ま
り
の
様
相

に
あ
る
が
、
経
済
活
動
の
絡
み
か
ら
、
共

存
は
受
け
入
れ
る
し
か
な
い
。
ど
う
か
ワ

ク
チ
ン
回
数
増
か
ら
も
脱
し
、
早
く
制
圧
、

終
息
願
い
た
い
。
ま
た
、
経
済
界
は
微
妙

で
あ
る
。
円
安
の
動
き
は
ス
ト
ッ
プ
が
か

か
ら
ず
、
諸
物
価
高
騰
傾
向
と
賃
金
上
が

ら
ず
。
こ
の
現
状
は
来
春
ま
で
続
く
様
子

に
あ
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
、
た

だ
の
様
子
見
、
自
然
対
応
で
は
、
そ
の
結

果
し
か
生
ま
な
い
で
あ
ろ
う
…
。
海
外
の

資
金
に
よ
る
国
内
不
動
産
な
ど
の
買
い
あ

さ
り
？
を
危
惧
す
る
。

　

さ
て
、
9
月
19
日
は
「
敬
老
の
日
」
で

あ
る
。我
が
国
の
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
は
、

3
6
2
7
万
人
（
男
性
は
1
5
7
4
万
人
、

女
性
は
2
0
5
3
万
人
）、
総
人
口
に
占
め

る
割
合
は
29
．1
％
と
な
っ
た
。
75
歳
以
上

は
、
15
．5
％
。
80
歳
以
上
は
、
9
．9
％

を
占
め
る
。（
総
務
省
：
公
表
人
口
推
計
）。

高
齢
化
に
伴
い
認
知
症
者
も
約
4
1
2
万

人
、
予
防
策
の
効
果
に
よ
り
他
国
よ
り
は

増
加
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
傾
向
と
あ
る
が
、

介
護
環
境
は
極
め
て
厳
し
く
、
超
高
齢
社

会
の
先
々
は
決
し
て
明
る
い
も
の
で
は
な

い
。た
だ
1
0
0
歳
以
上
は
、全
国
で
9
万

人
を
起
す
。不
老
長
寿
な
る
も
の
が
、少
々

現
実
化
し
た
の
か
も
知
れ
ず
慶
賀
と
云
う

べ
き
か
。

　

一
方
、
次
世
代
を
担
う
若
年
層
の
減
少

が
気
が
か
り
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
ず
我

が
国
の
出
生
数
は
、
昨
年
81
万
1
6
0
4

人
（
厚
生
労
働
省
概
数
）
と
統
計
開
始
以

来
最
少
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
影
響

あ
り
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
出
生
数
減
は

年
毎
の
実
数
に
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
寂

し
い
限
り
で
あ
る
。
因
み
に
死
亡
者
数
は

1
4
3
万
9
8
0
9
人
。
ま
た
、
若
年
層
、

特
に
女
性
の
自
殺
者
が
多
く
な
っ
て
い
る

傾
向
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
肝
心

な
事
は
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
る
責

務
は
、
社
会
全
体
の
問
題
で
あ
る
意
識
が

薄
い
。
残
念
な
が
ら
社
会
を
引
っ
張
る
現

大
人
に
は
、
健
康
体
な
が
ら
自
身
の
行
動

を
忘
却
す
る
責
任
者
が
多
い
。
子
ど
も
ら

の
育
成
に
は
、“
い
ろ
い
ろ
な
”
都
合
に
惑

わ
さ
れ
ず
自
覚
と
信
念
を
持
っ
て
あ
た
っ

て
ほ
し
い
。

　

次
世
代
を
全
て
の
機
関
と
国
民
皆
が
真

剣
に
思
慮
す
べ
き
に
ま
っ
た
は
な
い
。
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（
Ｔ
）

 

「
青
春
は
、
人
生
に
た
っ
た
一
度
し
か
こ

な
い
。」

�

（
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ワ
ー　

米
国
の
詩
人
）

一

筆
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